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道路台帳及び水路台帳の整備に係る個人情報を本人以外のものか 

ら収集すること及び本人以外のものから収集することに伴う本人 

通知の省略並びにコンピュータ処理について（答申） 

 

  ２０１５年（平成２７年）４月２７日付けで諮問（第７３１号）された

道路台帳及び水路台帳の整備に係る個人情報を本人以外のものから収集

すること及び本人以外のものから収集することに伴う本人通知の省略並

びにコンピュータ処理について次のとおり答申します。 

 

 

１ 審議会の結論 

 (1) 藤沢市個人情報の保護に関する条例（平成１５年藤沢市条例第７号。

以下「条例」という。）第１０条第２項第５号の規定による本人以外

のものから収集する必要性があると認められる。 

(2) 条例第１０条第５項の規定による本人以外のものから収集するこ

とに伴う本人通知を省略する合理的理由があると認められる。 

(3) 条例第１８条の規定によるコンピュータ処理を行うことについて

は「３ 審議会の判断理由」に述べるところにより適当であると認め

られる。 

 

２ 実施機関の説明要旨 

  実施機関の説明を総合すると，本事務の実施に当たり個人情報を本人

以外のものから収集する必要性及び本人以外のものから収集すること

に伴う本人通知を省略する合理的理由並びにコンピュータ処理を行う

必要性は次のとおりである。 

(1) 諮問に至った経過 

藤沢市道の管理においては，昭和６２年から道路法第２８条に基づ  
き道路台帳整備に着手し，平成５年に市全域の道路台帳平面図及び調  
書を完成している。新たな道路整備による管理道路の追加及び道路の  
改良等の変化に対応するために毎年台帳更新作業を行ってきたが，道  
路台帳平面図の原図の劣化が激しくなっているため，道路台帳平面図  
を電子化，道路台帳ＧＩＳとして平成２７年度から３０年度までの継  
続事業として整備することとした。  



  また，道路台帳平面図作成にあたり現況を正確に反映するため測量  
調査を行うが，市内全域の道路が対象で膨大な作業となることから， 
効率よく現況を把握することができるモービルマッピングシステム  
（以降「ＭＭＳ」という。）を使用する。このＭＭＳでは，車載のカ  
メラにより道路沿道の写真画像の撮影を行いＧＰＳにより正確な位  
置情報を取得するもので，写真画像には不特定多数の通行人が写るた  
め，個人情報を本人以外のものから収集することとなる。さらに，Ｍ  
ＭＳの画像で路上駐車等の陰になった箇所等を確認するために，航空  
写真撮影による写真画像も取得し，市内全域の家屋等の個人情報を取  
得することとなるため，個人情報を本人以外のものから収集すること  
となる。  
このため，道路台帳ＧＩＳの構築について，藤沢市個人情報の保護  

に関する条例第１０条第４項，第５項及び第１８条について，藤沢市  
個人情報保護制度運営審議会に諮問するものである。  

(2) 個人情報を本人以外のものから収集することについて 

ア 個人情報を本人以外のものから収集することの必要性について 

道路台帳平面図作成のための測量は，藤沢市道総延長 1,300ｋｍ， 
路線数 8,400路線において行うため，作業は市内全域に渡り，収集  
する個人情報は不特定多数を対象とし，測量に必要な情報と個人情  
報を切り離すことができないため，個人情報を本人以外のものから  
収集するものである。    
イ 本人以外のものから収集する個人情報 

ＭＭＳ及び航空写真撮影により取得する写真画像データ  
(3) 個人情報を本人以外のものから収集することに伴う本人通知の省 

略について 

本人以外のものから収集する個人情報は，ＭＭＳ及び航空写真撮影  
により取得する写真画像データであり，市内全域を対象としているこ  
とから対象が膨大で，また，当該画像データで確認される個人を照合  
によって人物を特定することが事実上困難であることから，通知の送  
付先が特定できないため，本件に関わる本人通知を省略するものであ  
る。  
なお，代替え措置として，測量作業として道路内から道路沿道の写  

真画像を取得すること及び航空写真撮影を行うことについて，広報及  
びホームページに掲載し周知する。  

(4) コンピュータ処理について 

  ア コンピュータ処理の必要性について 

今回電子化する道路台帳平面図は，台帳管理システムとして整備  
するもので，藤沢市道 8,400路線，延長約 1,300ｋｍの膨大な情報  
となり，道路延長や面積の集計等の作業が必要なことから，コン  
ピュータ処理が必要となるものである。  
また，ＭＭＳにより取得されたデータは３次元の位置情報を含む  



ため，紙媒体での編集が不可能なことから，取得したデータからの  
図化においても，コンピュータ処理が必要となる。同時に，航空写  
真も図化作業において使用することから，コンピュータ処理が必要  
となる。  

イ コンピュータ処理をする個人情報 

(ｱ) 道路台帳平面図  
(ｲ) ＭＭＳ及び航空写真撮影により取得する写真画像データ  

ウ 安全対策について 

 (ｱ) 道路管理課での安全対策について  
  (a) デジタル化された道路台帳平面図のデータは，道路管理課が  

利用契約する外部のデータセンターに保管する。このデータセ  
ンターは地方自治体専用のネットワーク(ＬＧＷＡＮ)上でコ  
ンピュータサービスを提供する（ＡＳＰ）事業者で，ＬＧＷＡ  
Ｎの基準を満たし，安全対策が整った国際規格 ISO27001（ＩＳ  
ＭＳ）の認証取得事業所とする。また，写真画像データは，道  
路管理課内の施錠されたキャビネットに保管する。  

     (b) データの受け渡しについては，パスワード設定が可能な媒体  
（ＵＳＢメモリ及びＨＤＤを予定）を使用し，媒体については  
紛失しないよう施錠が可能な専用ケース等に収納して複数人  
で運搬する。また，受け渡しの際には受け渡し簿を作成し，双  
方で確認する。  

(c) データ受け渡し用媒体については管理責任者を定め，鍵のか  
かるキャビネットで管理する。  

(d) 紙に出力したデータは，道路管理課内の業務にのみ使用し， 
廃棄の際はシュレッダーにて個人情報が外部に漏れないよう  
に廃棄する。  

(e) 通信回線は，ＬＧＷＡＮ回線を使用し，通信は暗号化される。 
(f) 台帳管理システムは，利用時には担当者毎のＩＤ，パスワー  
ドが必要で，操作ログが記録される。  

   (ｲ) 受託者に求める安全対策について 

(a) プライバシーマーク及び国際規格 ISO27001（ＩＳＭＳ）の認  
証を取得していること。  

(b) 作業場所は機械警備・監視カメラ・ＩＤカードの導入等によ  
りセキュリティ管理がされていること。  

(c) データセンターへの入退室は関係職員のみに限定し，入退室  
の状況が記録されていること。  

(d) データの編集作業については，業務責任者及び従事者につい 

ての名簿を提出すること。 

(e) 作業場所への職員の立ち会いが可能であること。さらに緊急 

時や確認が必要なときに，藤沢市役所から公共交通機関により 

２時間以内で移動可能な場所の作業場所を設置すること。 



(f) 端末の操作についてはユーザーＩＤ及び暗証番号による認 

証を行い，端末操作を関係職員に限定すること。 

(g) 暗証番号は定期的に変更すると共に操作の状況を記録する 

こと。 

(h) 個人情報は常に作業用端末に保存し，外部へ持ち出さないこ 

と。 

(i) 端末については，コンピュータウィルス対策ソフトを利用し， 

最新のウィルスパターンを適用し，ウィルス対策を施すこと。 

(j) やむを得ず紙に出力したデータについては，作業室内でシュ 

レッダーなどにより確実かつ速やかに廃棄すること。 

(k) データの受け渡しについては，パスワード管理が可能な媒体 

を使用し，双方の職員同士が直接受け渡しを行うと共に，媒体 

については紛失しないよう施錠が可能な専用ケース等に収納 

して複数人で運搬する。 

(l) 個人情報を含むデータは市の許諾なくして複製しないこと。 

(m) 関係職員については，個人情報に関する必要な研修及び指導 

を行うと共に，個人情報管理が適正に行われているか点検を行 

うこと。 

(n) 守秘義務違反に関する責任の所在を明確にするとともに，業 

務従事者に周知徹底すること。 

(o) 取り扱う全ての情報に対して，不正な持ち出し，改ざん，破  
壊，紛失，漏洩などが行われないよう管理を徹底すること。  

以上に加え，「藤沢市個人情報の保護に関する条例」「藤沢市情  
報セキュリティポリシー〈基本方針〉」「藤沢市コンピュータシス  
テム管理運営規程」及び「データ保護及び秘密の保持等に関する仕  
様書」を職員及び受託事業者は遵守し，個人情報の保護及び安全の  
確保に努める。  

エ 道路台帳平面図及び写真画像のデータ運用方法について 

デジタル化する道路台帳平面図は，道路台帳の電子化完了後，個  
人情報である道路外民地の家屋形状等と切り離し，個人情報を含ま  
ない地図データとして公開する。  
データで受け取った写真画像は，道路の現況確認等，平面図で確  

認しきれない道路の状況を確認するために道路管理課内で使用す  
る。また，使用の際は，道路管理課内の台帳管理用端末を利用し， 
道路管理課以外へは持ち出さない。 

(5) 実施時期 

ア 道路台帳平面図電子化作業 

    平成２７年６月以降  
イ 道路台帳ＧＩＳ  

   (ｱ) 構築作業確認用システム 平成２７年度中 

   (ｲ) 本稼働 平成３０年度から  



(6) 提出書類 

ア 道路法第２８条（抜粋）  
イ 道路台帳平面図  
ウ ＭＭＳ測量による写真画像イメージ  
エ システム機器等構成図  
オ 道路台帳ＧＩＳ整備業務委託仕様書（案）  
カ 契約書（案）  
キ データの保護及び秘密の保持に関する仕様書  
ク 個人情報取扱事務届出書 

 

３ 審議会の判断理由                                                   

当審議会は，次に述べる理由により，審議会の結論(1)から(3)までの

とおりの判断をするものである。  

(1) 個人情報を本人以外のものから収集する必要性について 

実施機関では，道路台帳平面図作成のための測量は，藤沢市道総延  
長 1,300ｋｍ，路線数 8,400路線において行うため，作業は市内全域  
に渡り，収集する個人情報は不特定多数を対象とし，測量に必要な情  
報と個人情報を切り離すことができないため，個人情報を本人以外の  
ものから収集するものである，としている。 

    以上のことから判断すると，個人情報を本人以外のものから収集す 

る必要性があると認められる。 

(2) 個人情報を本人以外のものから収集することに伴う本人通知の省 

略について 

 実施機関では，本人以外のものから収集する個人情報は，ＭＭＳ及  
び航空写真撮影により取得する写真画像データであり，市内全域を対  
象としていることから対象が膨大で，また，当該画像データで確認さ  
れる個人を照合によって人物を特定することが事実上困難であるこ  
とから，通知の送付先が特定できないため，本件に関わる本人通知を  
省略するものである，としている。  
なお，代替え措置として，測量作業として道路内から道路沿道の写  

真画像を取得すること及び航空写真撮影を行うことについて，広報及  
びホームページに掲載し周知する，とのことである。  
以上のことから判断すると，個人情報を本人以外のものから収集す 

ることに伴う本人通知を省略する合理的理由があると認められる。 

(3) コンピュータ処理を行うことについて   

   ア コンピュータ処理の必要性について 

実施機関では，コンピュータ処理を行う必要性について，次のよう 

に述べている。 

今回電子化する道路台帳平面図は，台帳管理システムとして整備す  
るもので，藤沢市道 8,400路線，延長約 1,300ｋｍの膨大な情報とな  
り，道路延長や面積の集計等の作業が必要なことから，コンピュータ  



処理が必要となるものである。  
また，ＭＭＳにより取得されたデータは３次元の位置情報を含むた  

め，紙媒体での編集が不可能なことから，取得したデータからの図化  
においても，コンピュータ処理が必要となる。同時に，航空写真も図  
化作業において使用することから，コンピュータ処理が必要となる。 

   以上のことから判断すると，コンピュータ処理を行う必要性がある 

と認められる。 

  イ 安全対策について 

実施機関が２説明要旨(4)安全対策ウ(ｱ)(a)から(f)及び(ｲ)(a)か 

ら(o)において示す安全対策は，次のとおりである。 

  (ｱ) 実施機関の安全対策 

   (a) データ媒体の紛失を防ぐための措置 (ｱ)(a)，(b) 

   (b) 必要最小限の担当者以外の者がデータにアクセスできないよ 

うにするための措置 (ｱ)(f) 

   (c) 利用後にデータを確実に消去するための措置 (ｱ)(d) 

      (d) ネットワークを通じた情報漏えいを防止するための措置 

(ｱ)(a)，(e) 

(e) 日常的な安全対策 (ｱ)(c) 

  (ｲ) 受託者の安全対策 

   (a) データ媒体の紛失を防ぐための措置 (ｲ)(k) 

   (b) 必要最小限の担当者以外の者がデータにアクセスできないよ 

うにするための措置 (ｲ)(c)，(f) 

   (c) 利用後にデータを確実に消去するための措置 (ｲ)(j) 

   (d) データ媒体の安全性を高めるための措置 (ｲ)(k) 

   (e) 実施機関が受託者の安全対策を確認できるようにするための 

措置 (ｲ)(a)，(b)，(d)，(e) 

   (f) ネットワークを通じた情報漏えいを防止するための措置  

(ｲ)(i) 

(g) 日常的な安全対策 (ｲ)(g)，(h)，(l)，(m)，(n)，(o) 

以上に加え，「藤沢市個人情報の保護に関する条例」「藤沢市情  
報セキュリティポリシー〈基本方針〉」「藤沢市コンピュータシス  
テム管理運営規程」及び「データ保護及び秘密の保持等に関する仕  
様書」を職員及び受託事業者は遵守し，個人情報の保護及び安全の  
確保に努める。  

    以上のことから判断すると，安全対策上の措置が施されていると

認められる。  
ウ 道路台帳平面図及び写真画像のデータ運用方法について 

  実施機関では，道路台帳平面図及び写真画像のデータ運用方法に 

ついて，次のように述べている。 

デジタル化する道路台帳平面図は，道路台帳の電子化完了後，個  
人情報である道路外民地の家屋形状等と切り離し，個人情報を含ま  



ない地図データとして公開する。  
データで受け取った写真画像は，道路の現況確認等，平面図で確  

認しきれない道路の状況を確認するために道路管理課内で使用す  
る。また，使用の際は，道路管理課内の台帳管理用端末を利用し， 
道路管理課以外へは持ち出さない。  

    以上のことから判断すると，道路台帳平面図及び写真画像のデー 

タ運用方法について妥当であると認められる。 

以上に述べたところにより，コンピュータ処理を行うことは適当であ 

ると認められる。 

 ただし，道路台帳の電子化完了後におけるＭＭＳ及び航空写真撮影に 

より取得した写真画像データの利用について，実施機関内において当該 

情報を厳格に管理することを条件とする。 

  

                            以  上 

 


